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　東京農業大学と共同で試験飼育を実施している
エミューが2月23日（土）に村で初めて孵化しました。
　卵を孵化機に入れてから49日目で孵化となりまし
た。（平均50日程度で孵化します。）
　現在、ヒナは体長約25cmで元気に動き回ってい
ます。
　また、2月28日（木）に2羽目が孵化しました。
　ヒナは寒さに弱いため、孵化後は専用の箱で育て、
外気に慣れた段階で外の飼育場に移す予定です。
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きたしおばらトピックス

もっと体を動かそう！『運動教室』１月18日（金）・26（土）
　1月18日（金）、さくら幼稚園において、武藤正氏を講師に「運動教室」が行われました。マットや跳び箱、縄跳びなど
の様々な用具を使っての運動や、ゲームをしながら体を動かす集団運動遊びを楽しみ、元気よく力いっぱい運動しまし
た。
　また、26日（土）の親子お楽しみ会の親子行事において、会津自然の家の大槻隆志氏をお招きして、親子でたくさん
触れ合いながら、いつでも楽しんで体を動かせる運動遊びを教わりました。
　体がポカポカと温まり、笑顔がたくさんあふれました。そして、心が弾んで体がイキイキと動き、体を動かすことの楽
しさと心地良さを味わうことができました。

交通事故死者ゼロ1,000日達成2月12日（火）
　２月12日午前０時に交通事故死者ゼロ1,000日を達成し、表彰伝達式が２月13日、
北塩原村コミュニティーセンターで行われました。表彰伝達式には、北塩原村交通対
策協議会員が出席。福島県交通対策協議会長である内堀雅雄福島県知事からの表彰
状を、会津地方交通対策協議会長の佐久間弘元会津地方振興局長が北塩原交通対策
協議会長である村長へ手渡しました。
　佐久間局長からは、「村民や協議会の積極的な啓発活動の成果です。今後も事故防
止に尽力して欲しい」などあいさつがあり、吉田弘道喜多方警察署長からは、「交通事
故死者ゼロが長く続くように喜多方、猪苗代の両署も事故防止に協力していく」と祝
辞がありました。
　村長は「受賞を契機に2,000日を目指して努力していきたい」と謝辞をのべました。
　今後も、一人ひとりが交通安全を心掛け、事故のない安全な村づくりにご協力をお願
いいたします。

▲左から小椋村長、佐久間局長

「“社会を明るくする運動”作文コンテスト」表彰伝達式2月12日（火）
　第68回「“社会を明るくする運動”作文コンテスト」の表彰伝達式が２月12
日に村長室で行われ、“社会を明るくする運動”福島県推進委員会委員長であ
る内堀雅雄福島県知事からの福島県推進委員会優秀賞の表彰状を、“社会を
明るくする運動”北塩原村推進委員会委員長である村長より北塩原村立第一
中学校３年樟山陽花さんへ手渡されました。
　今回、樟山さんが受賞された福島県推進委員会優秀賞は、福島県内の中学校
より応募された529作品の中から５作品のみが選ばれたすばらしい賞です。
　「社会を明るくする運動」は犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生
について理解を深め、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする運動です。
地域・家庭・学校が一丸となって犯罪や非行を生み出さない村づくりへのご協
力をお願いいたします。

▲左から目黒校長、樟山陽花さん、小椋村長

▲運動教室 ▲親子お楽しみ会▲
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地域に活力を～東京農業大学連携販売促進ツアー～2月15日（金）～17（日）

きたしおばらトピックス

雪と光の共演～第１１回裏磐梯雪まつり～2月15日（金）～17（日）
　2月15日（金）～17日（日）裏磐梯サイトステーションとレンゲ沼を会場に第１１回裏磐梯雪まつりが開催されました。来場さ
れたお客様は国内に留まらず、台湾やオーストラリアなどの国外の方々も多く見受けられ、３日間の来場者は約5,500名でし
た。
　メインとなる16日（土）は、朝から雪が降っており、風も強く天気の影響が心配されましたが、点灯式の後、お客様の手によ
って次々とキャンドルに灯りがともされ、結氷したレンゲ沼の上に約3,000本の温かな光が揺らめく幻想的な一夜となりまし
た。
　さらにサイトステーション館内では裏磐梯観光大使の普天間かおりさんによるミニコンサートが開催され、澄んだ優しい歌
声が会場を包み込みました。村をイメージした楽曲『僕の誇り』を披露した場面では、村の子どもたちが一緒に口ずさむ様子
が見られました。
　その他、スノーシューやスノーモービル遊覧体験、雪の巨大滑り台、磐梯山のジオラマとジオチョコ作り体験など、冬の裏磐
梯ならではのプログラムをお楽しみいただき、美しい裏磐梯の雪景色とあたたかい雰囲気に包まれた3日間となりました。
　ご来場いただきました皆様、そして、雪まつり開催にあたりボランティアにご協力いただきました皆様、本当にありがとうご
ざいました。

▲来場者がキャンドルに灯りをともす ▲大勢の観客を魅了した普天間さんのコンサート ▲滑り台は子どもたちに大好評

　村では、農大生に体験活動や交流活動に参加していただ
き、口コミやSNSによる情報発信を行い地域活性化や農業
振興を推進するため、２月１５日（金）～１７日（日）に「東京農
業大学連携販売促進ツアー」を行いました。
　２３名の農大生が村を訪れ、村社会福祉協議会のデイサ
ービス利用者と一緒に「エミューの羽根のしおり」と「アロマ
石鹸」つくりを行い、会場は笑顔で溢れました。
　さらに、「北塩原村産品のデザイン」をテーマに交流フォー
ラムを開催、農大生と地元農家や村若手職員が参加し、これ
からの販路拡大などについて話し合いました。
　最終日には、｢早稲沢産トウモロコシのスープ｣の開発に向
け、製品ラベルのワークショップを行いました。

▲社会福祉協議会での交流活動 ▲村を訪れた学生達

村発展に尽力　故 五十嵐寅 氏「旭日単光章」受章2月14日（木）
　旭日単光章に輝いた、故五十嵐寅 氏（上川前）の叙勲伝達式が２月１４日、
役場村長室で行われました。
　氏は、村議会議員を３期１２年の永きにわたり在職され、その間議長を務めら
れるなど、議会の円滑な運営、村政発展のためにご尽力されました。
　式では、小椋村長立会いのもと、会津地方振興局の佐久間局長より、長男の
五十嵐善清氏に勲記・勲章が伝達されました。

▲左から佐久間局長、五十嵐氏、小椋村長
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きたしおばらトピックス

南相馬市小学生招待事業「北塩原村雪っ子体験活動」2月16日（土）～17（日）
　本村と災害時相互援助に関する協定を締結している南相馬市の小
学生を裏磐梯の冬に招待する「北塩原村雪っ子体験活動」が２月16日
（土）～17日（日）の２日間開催され、同市から参加した小学生29名は、
真冬の裏磐梯で元気いっぱい活動しました。
　雪っ子体験活動では２日間裏磐梯スキー場でスキー教室を実施しま
した。初心者がほとんどであったにも関わらず、インストラクターの指
導を受けながらどんどん上達し、最後には全員がリフトに乗って滑れる
ようになりました。
　また、１日目の夜には裏磐梯雪まつりの会場でキャンドル点灯をした
りかまくらに入ったりして楽しみました。
　子どもたちは、普段体験することがない雪の冷たさ、多さ、気温の低
さにも負けず、楽しく充実した２日間を過ごしました。

▲さぁ滑るぞ！

▲玉洗いと忘年会 ▲いきいき百歳体操

▲輪投げ

▲スカットボール ▲賽の神

Monthly Reporter
小山　則彦
こやま　のりひこ

　交流推進員の小山則彦です。
　地区内交流のお手伝いをしている桧原長寿会（桧原・金山・
早稲沢地区）活動での取り組みとして、昨年末のグラウンドゴ
ルフの年間表彰（玉洗い）と忘年会、冬期間行われる輪投げや
ニュースポーツ（カーリンコン・スカットボール）の取り組み、桧
原地区「賽の神」についてのご報告をいたします。

■地域おこし協力隊活動報告■

　2018年12月21日（金）早稲沢の山城屋さんにて、桧原長寿会が行っているグラウンドゴルフ
1年間の表彰式（玉洗い）と忘年会を兼ねた集まりが行われ、参加者全員に参加賞が配られ、年
間表彰を行いました。桧原長寿会のグラウンドゴルフは毎回会場探しから始まりますが、暑い日
も寒い日も皆さんは笑顔で楽しみながら取り組んでいます。

■桧原長寿会グラウンドゴルフ年間表彰（玉洗い）と忘年会

　2019年1月8日（火）桧原集会所にて輪投げとニュースポーツ
事始めが行われ、まずは、いつものように「いきいき百歳体操」から
始まり、今回より輪投げに加え、昨年より村の社会福祉協議会が
推奨されているニュースポーツ「カーリンコン」と「スカットボール」
にもチャレンジすることになり、両スポーツの研修を受けたメンバ
ーから指導をいただき、取り組みました。最初は中々なじめなかっ
たものの、徐々に面白さをつかみ、次回も楽しむこととなりました。

■桧原長寿会輪投げとニュースポーツ
　（カーリンコン・スカットボール）事始め

　2019年1月15日（火）午後６時30分過ぎより、雪の降る桧原
湖畔にて「賽の神」が行われ、私もご一緒させていただき、火であ
ぶったスルメもいただき、地区の方々の世間話しに耳を傾け、楽し
い時間を過ごさせていただきました。

■桧原地区「賽の神」
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告示日：平成３１年４月１６日（火）
投票日：平成３１年４月２１日（日）

日　時：平成３１年３月１８日（月）
　　　　午後１時３０分より
場　所：北塩原村コミュニティセンターホール

第１９回統一地方選挙
北塩原村議会議員一般選挙の

お知らせ

【問い合わせ】　北塩原村選挙管理委員会　電話：23-3111

村民の皆さんの声を村政に生かす大切な選挙です。
棄権しないで投票しましょう。

北塩原村議会議員一般選挙

立候補予定者説明会

《期日前投票》

期　間：平成31年４月17日（水）～２０日（土）
場　所：北塩原村コミュニティセンターホール
時　間：午前８時30分～午後８時まで

投票日当日、仕事や用事等で投票に行けない人は、期日前投
票ができます。
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教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236

今後予定している公民館事業のお知らせ お気軽に村公民館までご連絡ください。

①やどかりクラブ
　全日本スキー選手権大会観戦ツアー
　○日程：３月１６日（土）
　○申込み：公民館まで

②北塩原ちぃ旅“高曽根のブナ”
　○日程：３月２３日（土）
　○申込み：公民館まで

　厳寒の裏磐梯に珍しくやさしい陽光が差し込んだ2月3日（日）、子どもたちの歓声が裏磐梯スキー場のゲレンデにあふれ
ました。この日は少年少女スキー教室。村内の小学生30名がスキー上達の思いを胸に、講師の方々からの指導を受けました。
　講師はスキー場インストラクター、村体育協会、ボランティア、公民館職員の総勢15名。丁寧な指導をしていただき、子ども
たちに楽しく充実した一日をつくっていただきました。
　また来たい、うまくなりたい、楽しい！子どもたちの感想が微笑ましい公民館事業となりました。

　乳幼児期から絵本を開く楽しさを体感してもらうこと。絵本を通して親子でのふ
れあいを深めてもらうことを目的とした今年度最後の『ブックスタート事業』を２月
７日（木）、乳幼児健診に合わせ、村保健センターで実施しました。
　５名の生後３・４ヶ月児とその保護者へスタッフによる声掛け等を行った後、絵本
や布製バッグをプレゼントしました。
　また、会場内では公民館図書を自由に読むことができるスペースを設け、絵本に
親しむきっかけづくりに努めました。

平成30年度ブックスタート事業（６回目）
▲また、来たーい！▲みんなで、なかよく！

今年度は13組の親子に絵本等をプレゼントしました。▶

　今年度も多くの方々から郷土資料や図書をご寄贈いただきました。厚く御礼申し
上げます。
　公民館では、村の暮らしや歴史を物語る道具・写真・文書などを後世に伝えるた
め、郷土資料のお預かりやご寄贈をお願いしております。皆さまのご協力をお待ち
しています。
【ご寄贈いただいた方々。順不同】
高橋マサノさん（ブドウツル籠等）、鈴木チイノさん（マタタビ籠）、和田セイさん（
図書）、小椋義正さん（民具等）、岩田多吉さん（五榜の掲示札）、渡部結以花さん
（図書）、武藤豊昭さん（図書）、高橋真利代さん（図書）、長島雄一さん（図書）、
森幸彦さん（図書）、小出純平さん（図書）、赤木進二さん（図書）

ご寄贈ありがとうございます

▲村人の生きたあかしを未来へ

③ブックスタート事業（１回目）
　○日程：４月４日（木）
　○場所：保健センター
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生涯学習だより

　2月16日、雪まつりで賑わっている裏磐梯に、南陽市と日光市から青
年たち13名が来村し、北塩原村青年と交流を深めました。
　山塩ラーメンをはじめ、山塩を用いたさまざま食品、ドレッシングや
ジャムなど村産品の試食会では、“おいしい！”“めずらしい！”との感想が
聞かれ、お互いの地区の“名産”話しに花が咲きました。
　野外ではスノーシュートレッキングに挑戦。1時間ほどではものたり
ない、もっと歩きたいと好評で、またやりたいとの声も多くきかれまし
た。
　これから、各地の青年との交流を通じたコラボレーションにより、新
たな何かが生まれるかも！？

　今年度も地域の皆さまから、多大なるご支援をいただきながら、
学校支援を実施することができました。
村の将来を担う子どもたちを皆さんと一緒に支えていけるよう、来
年度も引き続きご支援のほどよろしくお願いします。
※学校支援ボランティアを募集しています。興味のある方は公民館
までご連絡ください。
　連絡先　北塩原村公民館　２３－５２３６

今年度も
お世話になりました

　２月２１日（木）講師に、スクールソーシャルワーカーの花見惠子先生を
お招きし、保護者と第一中3年生を対象にした講演会を開催しました。
　男女の性意識に対する違いや、思春期における心と身体の変化につ
いてモニターを見ながら親子で一緒に学びました。
　参加者は、分かりやすい説明に耳を傾け、近い将来に向けて意識を高
めていました。

思春期講座『思春期の心と身体』思春期講座『思春期の心と身体』

▲村産品の試食会。山塩納豆絶賛！

みんな初めて、スノーシュートレッキング。▶
“また来るよー”　

家庭教育支援事業

「学校の応援団」事業

◀裏磐梯幼稚園・小学校
　「ザリガニ釣り体験」（左）
◀さくら小学校
　「森林環境学習」（右）

◀講演に聞き入る参加者たち
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健康通信保健センター ☎28-3733
申込・問合せ

栄養・料理教室のお知らせ

●講師：ラビスパ裏磐梯　支配人／総料理長
　　　 榎本　季一氏
　健康食としても注目を浴びる「和食の魅力」につい
て、講話や調理実習を通して学びます。是非、ご参加く
ださい。
 【調理実習献立】
　・とりわけ茶碗蒸し～あおさあんかけ～
　・白身魚の蒸し物
　 ～たっぷりお野菜、だしあんかけ　柚子の香り～
　・まるごとトマトのおすまし
　・さっぱり白菜即席漬け～お酢を使ってさっぱりと～
　・おとうふのうずめ飯～豆乳とお味噌のあんかけ～

●日　時：平成３１年３月１９日（火）　９：３０～１２：３０
●場　所：北塩原村保健センター
●対　象：村民及び村内にお勤めの方（定員２０名）
●参加料：５００円
●持ち物：エプロン、三角巾、筆記用具
●申し込み
　３月１２日（火）までに保健センターへお電話ください

薬の健康教室のお知らせ
「くすりの基本のおはなし」

●日時：平成31年3月19日（火）　午後２時～３時
●講師：一般社団法人福島県薬剤師会理事　薬剤師　小澤　佳嗣　先生
●会場：北塩原村保健センター
●申込方法：申込は不要です。当日、会場に直接お越しください。
●その他：教室に関する内容については保健センターにお問い合せください。

・病院でもらう薬とドラッグストアで買える薬の違いって何？
・ジェネリック医薬品ってどんなもの？
・薬って体の中でどんなふうに効いているの？
・薬を飲んでいると食べてはいけない食べ物ってあるの？
・お薬手帳の使い方
などの薬に関する基本的な疑問を解決いたします。

　薬剤師の先生による薬の健康教室を開催します。

「和食の魅力」おだしを活かしたハレの料理
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物理療法機器（ウォーターベッド）が導入されました
　ウォーターベッドは水圧による優しいマッサージで血液循環の向上、腰痛や筋
肉痛の緩和などに効果があり、リハビリテーションの現場でも多く用いられてい
る機器です。
　従来のマッサージ器では得られない心地よい刺激が全身に広がります。
　水の力なので、お年寄りの方にも安心してお使いいただけます。

適応・効果
神経痛、筋肉痛、肩こり、腰
痛、疲労回復、血行促進、リラ
クゼーション

料金（再診の場合）
１割負担：￥110　　２割負担：￥210　　３割負担：￥320
※保険適応の場合の料金です。
　新患の方は上記の限りではありません。

注意：医師の判断によっては使用できない場合がありますのでご相談ください。
　　　なお、医師不在時は出来ませんのでご注意ください。不明な点があればお問い合わせください。

３月は自殺対策強化月間です

声でも。文字でも。少しずつでも。
あなたの今の気持ち聞かせてください。

　全国の自殺者数は年々減少傾向にありますが、それでも平成２９年には福島県で３７４人が自殺で亡くなられ
ております。（警察庁統計より）
　「大丈夫？」「眠れてる？」「疲れてない？」あなたのその一言で救われる命があります。
　いつもと違う身近な人の変化に気づいたら、相談機関へ相談しましょう。

うつ病自己チェック うつ病のサイン（周囲がきづく変化）
□毎日の生活に充実感がない
□これまで楽しんでやれたことが楽しめなくなった
□以前は楽にできていたことが今では、おっくうに
感じられる
□自分が役に立つ人間だと思えない
□わけもなく疲れたような感じがする

※上記の2項目以上あてはまり、その状態が2週間
以上毎日続いていて、生活に支障が出ている場合
は要注意です。

□以前と比べ表情が暗く、元気がない
□体調不良の訴え（身体の痛みや倦怠感）が多く
なる
□仕事や家事の能率が低下、ミスが増える。
□周囲との交流を避けるようになる。
□遅刻、早退、欠勤（欠席）が増加する。
□趣味やスポーツ、外出をしなくなる。
□飲酒量が増える

※厚生労働省「うつ対策推進方策マニュアル」より

おもな相談先電話番号
○会津保健福祉事務所
　☎０２４２－２８－５２７５
精神科医師等による「こころの相
談」も実施しています。（要予約）

○厚生労働省
こころ健康相談統一ダイヤル
　☎０５７０－０６４－５５６
よりそいホットライン（２４時間対応）
　☎０１２０－２７９－２２６

○北塩原村住民課健康づくり班
　（保健センター内）
　☎０２４１－２８－３７３３
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１　

平
成
30
年
分
所
得
税
等
の

　
　

申
告・納
付
期
限
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
分
所
得
税
等
の
申
告・納

付
期
限
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別

 

所
得
税・贈
与
税
：
３
月
15
日（
金
）

・個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

 

地
方
消
費
税
：
４
月
１
日（
月
）

※

納
付
に
つ
い
て
は
、納
付
期
限
ま
で

に
最
寄
り
の
金
融
機
関
等
で
納
付

し
て
い
た
だ
く
か
、振
替
納
税
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

納
付
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い

場
合
は
、納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
延
滞

税
が
加
算
さ
れ
、督
促
状
が
発
送
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

２　

申
告
書
の
作
成
は

　
　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

　

申
告
期
限
が
近
づ
き
ま
す
と
、申
告

書
作
成
会
場
は
大
変
混
雑
し
、長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

是
非
、ご
自
宅
で
の
申
告
書
作
成
に

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(w
w
w
.nta.-

go.jp)

の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、確
定
申
告
書
等
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ま

た
、提
出
の
際
に
は
本
人
確
認
書
類

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
等
の
番

お
知
ら
せ

戸　籍　の　窓　口今
月
の
納
税
な
ど

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、簡
単
・

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！！

号
確
認
書
類
及
び
運
転
免
許
書
等
の

身
元
確
認
書
類
）の
提
示
又
は
写
し
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
す
る
場
合
は
、本

人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
の

添
付
は
不
要
で
す
。

●
確
定
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

喜
多
方
税
務
署

　

☎
０
２
４
１（
24
）５
０
５
０

　
　
（
代
表
）

　

確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
は
、電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

音
声
案
内
の
後
、「
０
番
」を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

　

仙
台
国
税
局
で
は
、バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
国
税
専
門
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
専
門
官
は
、国
の
財
政
を
支
え

る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、税
務
署
等
に

お
い
て
、調
査
・
徴
収
・
検
査
や
指
導
な

ど
を
行
う
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で

す
。

●
受
験
資
格

１
．平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

２
．平
成
10
年
４
月
２
日
以
降

　

生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

（
１
）大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

32
年（
２
０
２
０
年
）３
月
ま
で
に
大

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

（
２
）人
事
院
が（
１
）に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　

平
成
31
年
３
月
29
日（
金
）か
ら

　

４
月
10
日（
水
）ま
で

●
受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
み
と
す
る
。

　

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

N
A
V
I

（http://w
w
w
.jinji.go.jp/-

saiyo/saiyo.htm

）

●
第
１
次
試
験
日

　

平
成
31
年（
２
０
１
９
年
）６
月
９

日（
日
）

●
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
先

　

仙
台
国
税
局
人
事

　

第
二
課
試
験
研
修
係

　

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

　

内
線
３
２
３
６

　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

※

平
成
31
年
５
月
以
降
の
元
号
の
表

示
に
つ
き
ま
し
て
は
、便
宜
上
、平

成
を
表
記
す
る
と
と
も
に
西
暦
を

併
記
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
行
政
相
談

平成31年3月1日現在　　※（　）は前月比

お悔やみ申し上げます

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
31
年
度

国
家
公
務
員「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」

（
大
学
卒
業
程
度
）の
お
知
ら
せ

村長室へようこそ！

●問合せ　企画室　☎23─3112

　村長とお話しませんか。下記の
日程で村長室を開放しますので、
お気軽にお越しください。

  ３月１０日（日） （医）福田耳鼻咽喉科醫院 ………………☎24-4187
  ３月１７日（日） （医）藤井医院 ……………………………☎23-0023
  ３月２１日（木） （医）内科消化器科みつはし医院 ………☎21-1311
  ３月２４日（日） （医）山田産婦人科医院 …………………☎22-3032
  ３月３１日（日） （医）ゆうゆうクリニック ……………………☎22-2111
  ４月  ７日（日） （医）あきもと整形外科クリニック …………☎21-1515
  ４月１４日（日） （医）いとう眼科 ……………………………☎22-5900

  ３月１０日（日） 佐原病院 …………………………………☎22-5321
  ３月１７日（日） 有隣病院 …………………………………☎24-5021
  ３月２１日（木） 佐原病院 …………………………………☎22-5321
  ３月２４日（日） 有隣病院 …………………………………☎24-5021
  ３月３１日（日） 会津医療センター …………………☎0242-75-2100
  ４月  ７日（日） 有隣病院 …………………………………☎24-5021
  ４月１４日（日） 佐原病院 …………………………………☎22-5321

3月18日（月）９：00～12：00

　
今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
３
月
25
日（
月
）　
午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分
　
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー（
北
山
）

　
☎
24
―
４
９
１
１
　
行
政
相
談
委
員
　
髙
橋
　
光
秋

　　
行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を

受
け
付
け
、解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

住
宅
使
用
料
 （
3
月
分
）

上
下
水
道
使
用
料

 

（
2
月
分
）

清　野　拓　也（松陽台）
板　橋　和　希（天栄村）

ご結婚おめでとう！

●人　口　　男…… 1，407人
　　　　　　女…… 1,351人
　　　　　　計……2,758人（前月比▲12）
●世帯数……………１,０75戸（前月比▲  2）
●転　入…    6人　●転　出…    16人
●出　生…    1人　●死　亡…      3人

佐　藤　康　伸〈86歳〉　（和　光・　父）桧原
相　原　ヨシ子〈67歳〉　（信　一・　母）桧原
田　邉　光　夫〈81歳〉　（春　代・　夫）松陽台

お誕生おめでとう！
五十嵐　湊人（男・康　弘）大塩上区

とみな
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村の情報案内板

予
備
自
衛
官
採
用
に
つ
い
て

種　目 採用種目 資　　格 受付期間 試験期日

４月２０日～
２４日いずれか

１日

５月１１・１２日
平成３１年
３月１日から
５月１日まで

平成３１年
４月１２日まで

一般公募

技能公募

一般

歯・薬剤

１８歳以上３４歳未満の者

２２歳以上２６歳未満の者

専門の大卒（見込含）は２０歳以上３０歳未満
薬剤は２０歳以上２８未満の者

１８歳以上５５歳未満の者
（各種国家免許資格等を有する者）

予
備
自
衛
官
補

幹
部
候
補
生

●
応
募
先・詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

会
津
若
松
出
張
所

〒
９
６
５‒

０
８
２
５

　

会
津
若
松
市
門
田
町
黒
岩
字
大
坪
５７‒

１

　

☎
０
２
４
２（
27
）６
７
２
４

免
税
軽
油
を
使
用
さ
れ
る

農
家
の
み
な
さ
ん
へ

　

平
成
31
年
度
軽
油
引
取
税
免
税
証

（
農
業
用
）の
交
付
申
請
を
３
月
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
、

農
作
業
を
始
め
る
前
に
所
用
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

既
に
販
売
店
を
通
じ
て
交
付
申
請

を
さ
れ
た
方
は
、以
下
の
手
続
き
は

不
要
で
す
。

●
新
規
に
申
請
さ
れ
る
方

　

農
業
機
械（
ト
ラ
ク
タ
ー
、コ
ン
バ

イ
ン
等
）及
び
耕
作
農
地
面
積
の
証
明

書
が
必
要
で
す
。

　

市
町
村
税
務
課
あ
る
い
は
農
業
委

員
会
か
ら
の
証
明
書
と
印
鑑
を
持
参

し
て
福
島
県
会
津
振
興
局
県
税
部
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
昨
年
か
ら
継
続
し
て

　

申
請
さ
れ
る
方

　

免
税
軽
油
使
用
者
証
、昨
年
度
の
免

税
軽
油
の
引
取
り
と
使
用
に
つ
い
て

の
報
告
書
、免
税
軽
油
の
納
品
書（
伝

票
）及
び
印
鑑
を
持
参
し
て
福
島
県

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、免
税
軽
油
使
用
者
証
の
有
効

期
限
が
平
成
30
年
３
月
31
日
以
前
の

方
ま
た
は
現
在
使
用
し
て
い
る
機
械

や
、田
畑
の
保
有
面
積
が
昨
年
と
異
な

る
場
合
は
、上
記
書
類
と
併
せ
て
、所

有
農
業
機
械
及
び
耕
作
農
地
面
積
の

証
明
書（
市
町
村
税
務
課
あ
る
い
は
農

業
委
員
会
で
発
行
）が
必
要
で
す
。

●
農
作
業
受
託
に
つ
い
て

　
「
農
作
業
の
う
ち
基
幹
的
な
作
業

（
専
ら
機
械
を
使
用
し
て
行
わ
れ
る
も

の
を
い
う
。）の
す
べ
て
の
委
託
を
受

け
て
農
作
業
を
行
う
方
」も
免
税
軽
油

の
使
用
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

　

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局

　

県
税
部
課
税
第
二
課

　

会
津
若
松
市
追
手
町
７-

５

☎
０
２
４
２（
29
）５
２
６
４

大
塩　

高
橋　

み
す
江

笑
い
ヨ
ガ　

初
め
て
ふ
れ
た　

魔
法
の
時
間　

ホ
ッ
ホ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ　

笑
っ
て
暮
ら
そ
う

下
川
前　

赤
城　

弘
美

豆
が
ら
も　

柊
も
無
し　

小
魚
の　

頭
楊
枝
に　

豆
撒
き
終
え
る大

塩　

鈴
木　

タ
ケ
子

や
り
過
ぎ
て　

親
に
隠
さ
れ　

タ
ブ
レ
ッ
ト　

ト
イ
レ
の
中
の　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
陰

桧
原　

佐
々
木　

キ
ミ
子

長
い
冬　

老
二
人
に
て　

子
や
孫
の　

電
話
の
声
で　

元
気
づ
け
ら
れ

大
塩　

鈴
木　

み
ち
子

梅
の
木
の　

固
い
蕾
も　

紅
み
差
し　

寒
風
耐
え
て　

春
待
ち
わ
び
る北

山　

武
藤　

敏
子

鬼
は
外　

声
高
ら
か
に　

豆
撒
け
ば　

ね
こ
は
じ
ゃ
れ
つ
き　

鰯
を
狙
う

北
山　

佐
藤　

裕
子

豆
を
撒
く　

大
き
な
声
の　

父
が
居
る　

幼
き
頃
の　

思
い
出
ひ
と
つ大

塩　

高
橋　

郁
子

寒
別
れ　

今
朝
の
冷
え
こ
み　

肌
を
さ
す　

老
の
身
に
は　

心
の
中
ま
で
も

桧
原　

佐
藤　

文
世

寒
い
朝　

薪
ス
ト
ー
ブ
で　

暖
を
と
る　

赤
い
炎
に　

癒
さ
れ
る
気
も

大
塩　

五
十
嵐　

良
子

ヒ
ュ
ヒ
ュ
と　

木
枯
吹
き
て　

電
線
の　

鳴
る
音
悲
し　

大
寒
の
夜桧

原　

穴
沢　

泰
子

節
分
の　

豆
撒
く
声
も　

恥
ず
か
し
き　

豆
を
手
に
し
て　

歯
の
感
触
を

足
跡
が　

道
し
る
べ
な
ら　

雪
光
る 

 

中
川　

幸
恵

風
花
や　

小
さ
く
あ
り
ぬ　

芭
蕉
の
碑 

 

鈴
木　

隆
一
郎

南
天
の　

実
の
木
を
起
こ
す　

雪
の
朝 

 

佐
藤　

信
子

北
風
に　

押
し
ま
く
ら
れ
て　

し
ま
ひ
け
り 

 

武
藤　

敏
子

農
林
課
よ
り

　

村
広
報
に
お
い
て「
く
ず
米
」の

無
償
提
供
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
方
か
ら
ご
提
供
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

エ
ミ
ュ
ー
は
日
々
成
長
し
て
い
き

ま
す
の
で
、今
後
も「
く
ず
米
」の
提

供
が
可
能
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、ワ
ラ
も
多
く
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
提
供
可
能
な
方
は
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
と
一
緒
に
エ
ミ
ュ
ー
を
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
農
林

課（
☎（
23
）１
３
３
４
）ま
で
ご
連

絡
お
願
い
し
ま
す
。

ま
す
。
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▲ヤマハンノキの花穂

▲ヤマハンノキの花穂と果実

vol.99

植物のタネ　ヤマハンノキの種
　ヤマハンノキは山地の湿原や渓流部などに多く生育している落葉高木です。ここ裏磐梯
の湖沼の水辺においては、その姿をよく目にすることができます。花期は４月頃で葉に先立っ
て開花させます。花は雄花雌花に分かれていて雄花序は黒褐色の円柱形で尾状に垂れ、雌
花序は楕円形で紅紫色を帯び雄花序の下部につけます。果穂は松かさ状で10月頃熟し、果
実は楕円型で翼をもち、風に乗って散布され分布域を増やして行きます。
　シューベルトの歌曲「魔王」はドイツの偉大な詩人ゲーテの詩がもとになったといわれ、
ゲーテもまたデンマークの「ハンノキの王」から「魔王」のイメージを膨らませました。近年は
ハンノキの花粉が喘息を引き起こすアレルゲンのひとつとして知られてきましたが、伝説上
の「魔王」の魔力はまだ健在なのでしょうか。

《 磐梯山ジオチョコ＆ジオラマ作り 》
第11回裏磐梯雪まつり2019

　2月15日(金)～17日(日)、裏磐梯サイトステーション・レンゲ沼を会場に「第11回裏磐梯雪まつり2019」が開催されました。
　15日・16日の2日間、磐梯山ジオパーク協議会もブースを出店し、裏磐梯雪まつりで恒例となりました「磐梯山ジオチョコ＆ジオラ
マつくり」を行い、大変多くのお客様に体験していただきました。小さいお子さまから大人の方まで、楽しみながら磐梯山について
知っていただくことができたのではないでしょうか。

▲ラップをしたチョコを雪の中に
埋めて固めます。

▲子どもから大人まで楽しんでい
ただきました。

▲会場正面には雄大な磐梯山が
望めました。

▲裏磐梯ビジターセンターの　
キャンドル作りも大賑わい

▲小さいお子さまはお父さんお母
さんと一緒に体験

▲大人も夢中で制作中！

▲ほかの体験ブースも大盛況！▲かまくらと守り狐がお出迎え

体験に参加される方が大変多
く、午前・午後とも途切れのな
い対応で、ジオパークブースは
大盛況でした！

チョコの甘い匂いに誘われて、親子
連れの参加が多く大盛況でした！
県外の大学生の団体が参加してく
れて磐梯山を知ってもらう機会があ
り、関心を呼び込めてよかったです。

五十嵐　唯雄〈磐梯山ジオパークガイド：会津若松市〉 大塚　セイ子〈磐梯山ジオパークガイド：喜多方市〉


